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これから出水期になります。

川を安全に楽しむために！ 

　日本列島は複雑な大陸プレートの上に乗ってい

るので、 急峻な地形が多く、 安定した地質帯が

無く、 脆く不安定な地質が多くなっています。 　

さらに台風 ・ モンスーン地帯に当たるため、 河

川や崩壊による侵食が著しい状況です。 また、

河川の出水期と渇水期の流水量の差が非常に

大きく、 出水期に洪水が発生しやすいのです。

　そこで集中豪雨 （梅雨）、 台風等洪水の起き

やすい 「６月１日～１０月３１日」 の間を出水期と

して、 洪水に対する備えをします。

平常時

洪水時



 

ＲＣＭ　横田時平さんからの報告　 
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浅川上流の菜の花

　今、浅川上流では殆どのデルタに菜の花が咲いている。

はっきりした理由は分からないが、私の考えでは昨年８

月の洪水の時に種が流れてきたものと思われる。勿論、

外来種と思うが、清流の中のデルタに咲く菜の花が非常

にきれいなので写真を送ります。

　梅雨に入りました。湿度の高いこの時期は、暑いのか

涼しいのか判断が難しく、自分にとって、苦手な１月半

です。その後のカラリと晴れた夏、ビールが旨い？
　梅雨時期は河川の急な増水に気を付けて下さい。川を

何時もご覧になっている皆様には釈迦に説法かも知れま

せんが石橋を叩いて渡って下さい。この時期、しっぽり

した川の風情も楽しんで下さい。　　　　　　　　                                         

　　　　　　　　　　　　　　　　RCM 担当 塙

ＲＣＭ 事務局より

 

平成 22 年　5月は、　7件の報告をいただきました。ありがとうございました。

管轄区間 登録人数 報告人数 報告件数
鶴 見 川 下 流 10人 0人 0件 
鶴 見 川 上 流 11人 0人 0件 
多 摩 川 下 流 16人 0人 0件 
多 摩 川 中 流 19人 1人 1件 
多 摩 川 上 流 16人 1人 1件 
相 模 川 6人 2人 2件 
浅 川 12人 3人 3件 
合 計 90人 7人 7件 

　黄色い花がきれいですが、写真を見る限り、畑で栽培する「菜の花」とは違う様です。「西洋アブラナ」か

「西洋カラシナ」ではないかと現場の担当は言っていますが、それらであれば特定外来種にはなっていないよ

うです。

　河川管理者として堤防除草はするのですが、河川の中、中州などは除草の対象とはしていません。外来種

が繁殖しにくい様に除草時期などを工夫していますが、今年から除草回数が２回／年と１回減らされました。

　浅川に行く機会がありますので、小生も見ておきたいと思います。よろしくお願いいたします。

事務局から

　連休中、河川増水により（雨により）上流より濁

りがあり、子ども等が川の中のあそびに危険な状況

にありできれば予告していただければ。

　５月１日より５月５日まで主に午前中が多く赤濁

りがひどく上流の工事ではと考えられます。

　夏日には多くの子どもたちが川遊びに来ます。

ＲＣＭ 斉藤昭典さんからの報告 
　「川の濁り」の件は、京浜河川管内の工事ではなく、上

流の東京都管理区間における工事が原因のようです。当

所の工事は、ご指摘の区間より下流です。また、濁りが

確認された５月１日～５日は、当該工事は休工でした。

　梅雨にはいると増水することが多くなり、河川内での

工事はできません。梅雨前にある程度進めなければなず

この時期の工事は避けられないかと思います。

　増水に対する予告については、京浜河川事務所ホーム

ページ http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/index.htm  

で「河川の急激な増水にご注意！」「川の基本情報 -- リ

アルタイム情報 -- 水位・雨量・ライブカメラ」を掲載し、

情報を提供しています。

　河川は公共の利益や他人の利用に影響を与えない範囲

において、自由に利用する事が出来ます。この様な、釣

りや水遊びなどの利用に際しては、利用者の自己責任で

安全を確保する事が必要です。しかし、各地で「急な増水」

等による水難事故が多く発生していることを踏まえ、河

川の利用者が自ら安全確保や危険回避できるように情報

発信に取り組んでいます。 参考にしてください。

事務局から


